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かつて東日本最大規模を誇った浅間山古墳（倉賀野町所在）

高崎古墳ロマン紀行高崎古墳ロマン紀行
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■倉賀野正六古墳群
浅間山古墳（国史跡）：高崎市倉賀野町 312ほか 
大鶴巻古墳（国史跡）・小鶴巻古墳：高崎市倉賀野町 661ほか大鶴巻古墳（国史跡）・小鶴巻古墳：高崎市倉賀野町 661ほか

※「大鶴巻古墳」は「浅間山古墳」の 2/3 の大きさ、「小鶴巻古墳」は
　  1/2 の大きさと、企画に共通性が認められる。

ヤ
マ
ト
王
権
か
ら
始
ま
っ
た

古
墳
造
り

　

今
か
ら
一
七
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。

こ
の
高
崎
の
大
地
に
突
如
出
現
し
た
の

が
、
今
は
古
墳
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

墓
。
古
墳
が
造
ら
れ
た
3
世
紀
後
半
頃

か
ら
7
世
紀
の
四
〇
〇
年
余
り
を
「
古

墳
時
代
」
と
い
う
。
古
墳
は
、
形
や
大

き
さ
、
埋
葬
方
法
、
出
土
品
な
ど
を
手

掛
か
り
に
時
代
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
情

報
の
宝
庫
。
そ
の
被
葬
者
は
「
王
」
と

呼
ば
れ
、
古
墳
と
い
う
大
土
木
工
事
を

成
し
う
る
財
力
を
持
っ
た
統
率
者
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
列
島
を
眺
め
る
と
、
南
は
九
州

か
ら
北
は
東
北
地
方
に
至
る
各
地
域
に

古
墳
が
造
ら
れ
て
い
る
。
特
に
巨
大
古

墳
が
集
中
し
て
い
る
の
が
ヤ
マ
ト
王
権

の
拠
点
で
あ
る
畿
内
（
近
畿
地
方
中
心

部
）、
そ
の
他
に
大
陸
文
化
の
窓
口
で

　群馬県はかつて13,000 基を超える古墳が造られ、現在でも2,000 基余りの古　群馬県はかつて13,000 基を超える古墳が造られ、現在でも2,000 基余りの古
墳がその姿をとどめている古墳王国。高崎地域にも数多くの古墳が存在し、そ墳がその姿をとどめている古墳王国。高崎地域にも数多くの古墳が存在し、そ
の雄姿を今日も見ることができるものも多い。ここでは、代表的な古墳を取り上の雄姿を今日も見ることができるものも多い。ここでは、代表的な古墳を取り上の雄姿を今日も見ることができるものも多い。ここでは、代表的な古墳を取り上
げ、東国における最先端の中心地域であった古代高崎地域の姿に迫っていく。げ、東国における最先端の中心地域であった古代高崎地域の姿に迫っていく。げ、東国における最先端の中心地域であった古代高崎地域の姿に迫っていく。

高崎古墳ロマン紀行

浅間山古墳



　

そ
し
て
5
世
紀
前
半
に
は
、
東
日
本

最
大
規
模
と
な
る
「
太
田
天
神
山
古
墳
」

（
墳
丘
長
２
１
０
ｍ
）
が
出
現
。
優
勢

だ
っ
た
上
毛
野
地
域
の
実
力
を
示
す
た

め
、
諸
豪
族
が
担
ぎ
上
げ
た
大
首
長
の

墓
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。

王
の
埋
葬
法
に
変
化

　

古
墳
時
代
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
王

の
埋
葬
の
仕
方
が
途
中
か
ら
変
わ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
元
島
名
将
軍
塚
古

墳
で
は
主
体
部
は
木も

っ
か
ん棺

粘ね
ん
ど土

槨か
く

で
、
王

の
遺
体
を
木
の
棺
に
入
れ
棺
の
周
囲
を

粘
土
で
固
め
た
。
権
威
の
象
徴
の
と
し
て

剣
や
玉
類
が
遺
体
に
沿
っ
て
出
土
し
、
鏡

が
頭
部
付
近
に
置
か
れ
て
い
た
。

　

前
方
後
円
墳
の
時
代
に
な
る
と
、
石

棺
が
使
用
さ
れ
る
。
組
み
合
わ
せ
式
に

始
ま
り
、
刳く

り
抜
き
式
の
長
も
ち
型
や

家
型
、
舟
型
な
ど
が
あ
り
「
竪
穴
式
石

室
」
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
横
穴
式
石
室
」
の
採
用
と

倉
賀
野
町
所
在
の
「
浅せ
ん
げ
ん間
山や
ま

古
墳
」。
4

世
紀
末
頃
に
築
か
れ
、
築
造
時
は
東
日

本
最
大
規
模
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
造

営
さ
れ
た
「
大
鶴
巻
古
墳
」
と
、
や
や
下

る
時
期
の
「
小
鶴
巻
古
墳
」
と
と
も
に
倉

賀
野
正
六
古
墳
群
を
構
成
し
て
い
る
。

　
「
浅
間
山
古
墳
」
は
墳
丘
の
全
長
が

１
７
１
ｍ
で
、
周
囲
を
二
重
に
堀
が
巡
っ

て
い
た
。
盾
形
の
平
面
形
は
、
奈
良
市

に
あ
る
佐さ

き紀
陵
み
さ
さ
ぎ
や
ま山
古
墳
（
墳
丘
長

２
０
７
ｍ
）
と
そ
っ
く
り
で
、
そ
の
5
分

の
4
の
縮
尺
で
設
計
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
佐
紀
陵
山
古
墳
は
、
ヤ
マ
ト
王

権
の
中
心
勢
力
が
葬
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
他
に
丹
後
地
方
や
播
磨
（
兵
庫
県
）

の
古
墳
な
ど
に
も
同
型
の
古
墳
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
藤
井
寺
市
に
所

在
す
る
津
堂
城
山
古
墳
は
、
広
大
な
二

重
堀
に
よ
っ
て
王
陵
の
聖
域
を
画
し
た
最

初
の
古
墳
で
、
浅
間
山
古
墳
も
そ
の
設

計
概
念
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
広
域
の
同
盟
が
築
か
れ
、
浅

間
山
の
主
も
組
み
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

同
じ
頃
、
太
田
市
に
別
所
茶
臼
山
古

墳
（
墳
丘
長
１
６
５
ｍ
）
が
造
ら
れ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
東
毛
・
西
毛
に
東
日

本
を
代
表
す
る
王
が
い
た
古
代
上か
み
つ
け毛
野の

（
群
馬
県
）
の
際
立
っ
た
存
在
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

元島名将軍塚古墳から出土した底に孔の
開いた「底

ていぶ

部穿
せんこう

孔壺
つぼかた

型土器」。古墳での祭
祀に使用された。

あ
る
北
九
州
、
海
運
が
発
達
し
た
瀬
戸

あ
る
北
九
州
、
海
運
が
発
達
し
た
瀬
戸

内
、
北
方
世
界
と
の
境
界
域
に
あ
た
る

内
、
北
方
世
界
と
の
境
界
域
に
あ
た
る

関
東
と
な
っ
て
い
る
。

関
東
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
ヤ
マ
ト
王
権
は
朝
鮮
半
島
や

　

当
時
の
ヤ
マ
ト
王
権
は
朝
鮮
半
島
や

中
国
大
陸
と
の
交
流
か
ら
、
様
々
な
も

中
国
大
陸
と
の
交
流
か
ら
、
様
々
な
も

の
を
取
り
入
れ
た
超
先
進
国
。
高
い
技

の
を
取
り
入
れ
た
超
先
進
国
。
高
い
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
古
墳
造

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
古
墳
造

り
は
、
こ
う
し
た
ヤ
マ
ト
王
権
の
影
響
を

受
け
た
も
の
で
、
そ
の
勢
力
が
地
方
へ
と

波
及
し
た
証
と
な
っ
て
い
る
。

高
崎
に
最
初
に
登
場
し
た

前
方
後
方
墳

　

高
崎
に
最
初
に
登
場
し
た
古
墳
は

「
元も
と
し
ま
な

島
名
将し
ょ
う
ぐ
ん軍
塚づ
か

古こ
ふ
ん墳
」
で
、
県
内
で

最
も
古
い
古
墳
の
一
つ
。
井
野
川
右
岸

の
段
丘
上
に
造
ら
れ
た
〝
前
方
後
方
墳
〞

で
、
墳
丘
の
長
さ
は
約
90
ｍ
、
高
さ
は

8
ｍ
を
超
え
、
今
も
当
時
の
姿
を
し
の

ば
せ
て
い
る
。
葺ふ

き

石い
し

・
埴
輪
を
持
た
な

い
が
、
後
方
部
頂
上
に
は
底
に
孔
の
開

い
た
壺
型
土
器
「
底て
い
ぶ部
穿せ
ん
こ
う孔
壺つ
ぼ
か
た型
土
器
」

が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
土
器
は
東

海
地
方
に
多
く
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

地
域
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ

て
い
る
。
ラ
ッ
パ
状
に
開
く
有
段
口
縁

の
フ
ォ
ル
ム
が
特
徴
的
な
土
器
を
、
近

く
の
高
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

高
崎
市
域
で
は
、
烏
川
・
井
野
川
水

系
に
沿
っ
て
、
い
く
つ
か
の
有
力
古
墳

群
の
存
在
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
時
期
か
ら
河
川
流
域
の
低
地
部
で
は

水
田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。
ま
た
、
中
期
の
古
墳
の

多
く
は
竪
穴
式
石
室
や
石
棺
の
使
用
、

墳
丘
の
構
築
に
葺
石
を
敷
く
な
ど
、

大
量
の
石
材
需
要
が
あ
り
、
こ
れ
も
河

川
と
の
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
材
料
に

な
っ
て
い
る
。

東
日
本
最
大
規
模
の
前
方
後
円
墳

　

古
墳
時
代
の
「
中
期
」
に
は
、
巨
大

な
〝
前
方
後
円
墳
〞
が
盛
ん
に
造
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
内
に
は
１
０
０
ｍ

規
模
の
前
方
後
円
墳
が
多
く
見
ら
れ
、

生
産
力
の
豊
か
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
古
墳
の
大
き
さ
は
、
そ
こ

に
葬
ら
れ
た
人
（
支
配
者=

王
）
の
力
の

大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

高
崎
地
域
で
最
大
の
前
方
後
円
墳
は

■元島名将軍塚古墳（市史跡）元島名将軍塚古墳（市史跡）
高崎市元島名町 163-1ほか高崎市元島名町 163-1ほか

■高崎市歴史民俗資料館
高崎市上滝町 1058    TEL.027-352-1261高崎市上滝町 1058    TEL.027-352-1261
休館日：月曜（月曜が祝日の場合は翌火曜）、年末年始休館日：月曜（月曜が祝日の場合は翌火曜）、年末年始
時間：通常 9 : 00 ～ 16 : 00    入館無料時間：通常 9 : 00 ～ 16 : 00    入館無料

綿貫町に所在する不動山古墳の石棺

元島名
将軍塚古墳



観音山古墳と横穴式石室 ▼

い
う
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
竪
穴
系

い
う
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
竪
穴
系

の
主
体
部
を
持
つ
前
期
か
ら
中
期
に
か

の
主
体
部
を
持
つ
前
期
か
ら
中
期
に
か

け
て
の
古
墳
で
は

け
て
の
古
墳
で
は
1
〜
2
体
が
埋
葬
さ

れ
た
が
、
横
穴
式
石
室
は
入
口
を
開
け

れ
た
が
、
横
穴
式
石
室
は
入
口
を
開
け

る
こ
と
で
容
易
に
追
葬
が
で
き
、
複
数
の

る
こ
と
で
容
易
に
追
葬
が
で
き
、
複
数
の

遺
体
が
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

遺
体
が
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

古
墳
の
副
葬
品

　

古
墳
の
副
葬
品
は
、
前
期
・
中
期
・

　

古
墳
の
副
葬
品
は
、
前
期
・
中
期
・

後
期
と
時
期
に
よ
っ
て
変
化
が
見
ら

後
期
と
時
期
に
よ
っ
て
変
化
が
見
ら

れ
、
前
期
の
古
墳
か
ら
は
、
剣
・
玉
・
鏡

れ
、
前
期
の
古
墳
か
ら
は
、
剣
・
玉
・
鏡

に
代
表
さ
れ
る
「
豪
族
の
権
威
」
を
示

に
代
表
さ
れ
る
「
豪
族
の
権
威
」
を
示

す
よ
う
な
出
土
品
が
認
め
ら
れ
る
。

す
よ
う
な
出
土
品
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
盛
ん

　

ま
た
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
盛
ん

に
築
造
さ
れ
た
中
期
の
古
墳
に
は
、
鉄

に
築
造
さ
れ
た
中
期
の
古
墳
に
は
、
鉄

製
の
武
器
や
武
具
な
ど
「
豪
族
の
実
力
」

製
の
武
器
や
武
具
な
ど
「
豪
族
の
実
力
」

　「観音山古墳」は、未盗掘の横穴式石室から
人骨1体と、銅鏡 2面、銅製水

すいびょう

瓶、金銅製馬具
など豊富な副葬品が出土している。中でも獣

じゅうたい

帯
鏡
きょう

は百
くだ ら

済武
ぶ

寧
ねい

王
おうりょう

陵で出土したものと同タイプで
あり、銅製水

すいびょう

瓶は北斉の様式に類似しているな
ど、中国・朝鮮との交流を示している。また、
この古墳の最大の特徴は、県内最大規模の横穴
式石室で、ブロック状に加工した角

かくせん

閃石
せき

安
あんざんがん

山岩
を積み上げた構造は見事で、事前に申請すれば
石室内部を見学できる。「三人童女」をはじめ
とする出土遺物は一括して国指定重要文化財と
なっており、その一部は群馬の森にある群馬県
立歴史博物館に展示されている。

県 内 最 大 規 模 の 横 穴 式 石 室

銅製水瓶三人童女

観音山古墳

■観音山古墳（国史跡）観音山古墳（国史跡）
高崎市綿貫町 1752ほか高崎市綿貫町 1752ほか

■群馬県立歴史博物館
高崎市綿貫町 992-1    TEL.027-346-5522高崎市綿貫町 992-1    TEL.027-346-5522
休館日：月曜（月曜が祝日の場合は翌火曜）、年末年始休館日：月曜（月曜が祝日の場合は翌火曜）、年末年始
時間：9 :30 ～ 17 : 00（入館は 16 :30 まで）時間：9 :30 ～ 17 : 00（入館は 16 :30 まで）
観覧料：大人 300円、大学生・高校生 150円観覧料：大人 300円、大学生・高校生 150円

金銅鈴付大帯

※写真資料提供：高崎市教育委員会文化財保護課・群馬県立歴史博物館 /参考文献：「高崎千年物語」（若狭 徹著）/監修：綿貫鋭次郎



た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト

王
権
の
一
翼
を
担
っ
た
高
崎
地
域
の
豪

族
が
、
朝
鮮
半
島
で
培
っ
た
人
脈
に
よ

り
、
渡
来
人
集
団
を
榛
名
山
麓
に
招
へ

い
し
、
鉄
器
や
金
属
加
工
、
織
物
、
焼

き
物
な
ど
の
手
工
業
や
土
木
技
術
、
馬

の
生
産
な
ど
が
行
わ
れ
、
当
時
の
人
々

の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

中
で
も
馬
の
生
産
は
、
初
め
て
「
畜

力
」
を
加
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
引

き
起
こ
し
、
軍
事
行
動
、
情
報
伝
達
、

大
量
輸
送
、
効
率
的
な
農
地
の
耕
作
等

に
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
ヤ
マ
ト
王
権

も
一
目
置
く
、
人
・
モ
ノ
・
技
術
・
知
識

が
集
中
し
た
東
国
文
化
の
交
流
拠
点
と

し
て
繁
栄
し
た
高
崎
地
域
の
姿
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

は
、
高
句
麗
地
域
に
ル
ー
ツ
を
見
る
四

角
い
墓
「
積
石
塚
」
が
8
基
見
つ
か
っ
た

ほ
か
、
韓
式
系
土
器
や
金
の
耳
飾
り
な

ど
5
世
紀
の
渡
来
文
物
が
セ
ッ
ト
で
出

土
し
、
渡
来
人
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
。
中
で
も
注
目
す
べ
き

は
、
轡

く
つ
わ

を
付
け
た
ま
ま
葬
ら
れ
た
馬
の

遺
体
が
初
め
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
馬

生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
確
証
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。　

『
日
本
書
紀
』

に
は
、
倭
軍
が

何
度
も
新
羅

を
攻
め
た
こ
と

や
、
戦
い
を
指

揮
し
た
将
軍
の

一
人
に
上か

み
つ
け毛

野の

氏
の
祖
先
が
い

を
示
す
副
葬
品
が
見
ら
れ
る
。
特
に
馬

具
は
、
騎
馬
の
風
習
が
こ
の
頃
に
伝
わ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
後
期
の
古
墳
に
は
、
金
・
銀

で
飾
ら
れ
た
武
器
や
馬
具
な
ど
「
大
陸

と
の
交
流
」
を
物
語
る
副
葬
品
が
見
ら

れ
る
。
綿
貫
町
の
「
観
音
山
古
墳
」
と

八
幡
町
の
「
観
音
塚
古
墳
」
が
そ
の
代

表
格
で
、
当
時
の
一
級
品
と
も
い
え
る
数

多
く
の
出
土
品
を
資
料
館
や
博
物
館
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

馬
の
生
産
と
渡
来
人
の
痕
跡

　

馬
は
、
4
世
紀
以
降
に
朝
鮮
半
島
か

ら
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
剣
崎
町
の
「
長
瀞
西
遺
跡
」
で

　 「観音塚古墳」は、墳丘の全長 105m、高さ 12mの前方後円墳で、6世紀末に造られた
県内最後の前方後円墳といわれている。特に注目されるのが、横穴式石室を構成している
巨大な石。最大 55トンに及ぶ天井石が使われ、奈良の明日香村にある石舞台古墳に対し
「群馬の石舞台」といわれている。30種 300 点余りの出土品は国指定重要文化財となって
おり、「高崎市観音塚考古資料館」で保存・公開されている。太刀や鉄鉾などの武器や武具
類、馬具、耳飾りなどの装身具、仏教文化の影響を受けた銅

どうわん

鋺、須
す え き

恵器などから、高度な
技術や美意識の高さがうかがえる。

巨石を使用し「群馬の石舞台」といわれる 

観音塚古墳

観音塚古墳の横穴式石室

剣崎町の長瀞西遺跡
で発見された積石塚▶

◀ 金銅製心葉形
　透彫杏葉

承台付銅鋺 銀製唐草文透鞘金具

前期

中期

後期

終末期

３
世
紀
後
半
〜
４
世
紀
代

４
世
紀
末
〜
５
世
紀
後
半

５
世
紀
末
以
降
７
世
紀
前
半

太田天神山
古墳

元島名将軍塚古墳

大鶴巻古墳

観音塚古墳

小鶴巻古墳

浅間山古墳

観音山古墳

不動山古墳

古　

墳　

時　

代

248  卑弥呼 没
　　古墳の出現期 箸墓古墳（奈良）

群集墳の盛行

佐紀陵山古墳（奈良）
竪穴式石室・石棺

239  卑弥呼が魏に
　　  使いを送る

471  稲荷山古墳出土 金錯銘鉄剣
　　 （埼玉県行田市）

593  推古天皇即位、
　　  聖徳太子摂政
645  大化の改新
646  大化の薄葬令
　　 （古墳時代の終焉）
　　  藤ノ木古墳
　　  高松塚古墳

巨大前方後円墳の築造
大山古墳（伝仁徳天皇陵）　

倭の五王

横穴式石室の広がり

古墳が最初に大和盆地に出現した3世紀後半から4世紀古墳が最初に大和盆地に出現した3世紀後半から4世紀
代を「前期」。巨大な古墳が造られるようになった 4世紀
末から5世紀後半を「中期」。横穴式石室が採用され、規
模の小さな円墳も多く造られるようになった5世紀末以
降 7世紀前半までを「後期」。特に前方後円墳が造られな
くなり方墳や円墳が中心となった7世紀代については「終
末期」と呼ばれている。

馬の埴輪（井出町井出北畑遺跡出土）馬の埴輪（井出町井出北畑遺跡出土）

■観音塚古墳（国史跡）観音塚古墳（国史跡）
高崎市八幡町 1087

■高崎市観音塚考古資料館高崎市観音塚考古資料館
高崎市八幡町 800-144    TE.027-343-2256高崎市八幡町 800-144    TE.027-343-2256
休館日： 月曜（月曜が祝日の場合は翌火曜）、年末年始休館日： 月曜（月曜が祝日の場合は翌火曜）、年末年始
時間：9 : 00 ～ 16 : 00時間：9 : 00 ～ 16 : 00
観覧料：大人 100円、大学生・高校生  80 円観覧料：大人 100円、大学生・高校生  80 円観覧料：大人 100円、大学生・高校生  80 円



The event of winter of Takasaki

伝 統 を 受 け 継 ぐ 味

The event of winter of Takasaki

E
V
E
N
T

EVENT

JIMAN

高崎じまん

　

国
際
的
な
商
業
・
観
光
拠
点
で
銀
座
の

新
た
な
玄
関
口
『GIN

ZA SIX

』。
６
Ｆ
、

GIN
ZA ATRIUM

を
舞
台
に
、
文
化
や
歴

史
、
ス
ポ
ー
ツ
等
、
多
様
性
あ
る
高
崎
の

魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
向
け
て
発

信
。
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
誘
客
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　

17
歳
で
夭
逝
し
た
天
才
、
山
田
か
ま
ち

の
作
品
展
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
巨
匠
エ
リ
ッ

ク
・
ク
ー
監
督
が
高
崎
ロ
ケ
を
行
っ
た
映

画
『
家
族
の
レ
シ
ピ
』
の
情
報
を
一
足
早

く
公
開
。
今
年
９
月
に
開
館
す
る
高
崎
芸

術
劇
場
、
国
際
体
育
館
と
し
て
機
能
す
る

高
崎
ア
リ
ー
ナ
の
紹
介
。
特
別
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
の
ラ
ジ
オ
高
崎
の
公
開
収
録
や
ダ

ル
マ
の
絵
付
け
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　

東
日
本
最
大
の
梅
の
生
産
量

を
誇
る
高
崎
。
そ
の
拠
点
と
な

る
榛
名
梅
林
と
箕
郷
梅
林
で

は
、
梅
の
花
の
開
花
に
あ
わ
せ

て
梅
祭
り
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

催
さ
れ
る
。

　

４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大

な
土
地
に
、
約
12
万
本
の
梅
が

植
え
ら
れ
て
い
る
榛
名
地
域
の

「
榛
名
梅
林
」。

　
『
は
る
な
梅
マ
ラ
ソ
ン
』
で

は
、
烏
川
沿
い
を
走
る
ハ
ー
フ

コ
ー
ス
や
、
11
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、

３
キ
ロ
、
２
キ
ロ
な
ど
、
山
間

部
な
ら
で
は
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

や
梅
の
花
畑
を
駆
け
抜
け
る
走

り
ご
た
え
の
あ
る
コ
ー
ス
が
あ

り
、
会
場
で
は
温
か
い
な
め
こ

汁
や
甘
酒
の
う
れ
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
。

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

「
世
界
の
記
憶
」
登
録
か
ら
一
年
が
経
過
し
、

今
も
な
お
「
上
野
三
碑
（
山
上
碑
・
多
胡
碑
・

金
井
沢
碑
）」
は
、
１
３
０
０
年
前
の
東
ア

ジ
ア
の
文
化
交
流
を
示
す
日
本
最
古
の
石

碑
群
と
し
て
、
そ
の
存
在
価
値
を
示
し
続

け
て
い
る
。

　

多
胡
碑
は
７
１
１
年
（
和
銅
４
年
）
３

月
９
日
に
多
胡
郡
が
こ
の
地
域
に
建
郡
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
。

　

高
崎
市
は
、
多
胡
碑
に
建
郡
の
日
と
し

て
刻
ま
れ
た
「
３
月
９
日
」
を
記
念
し
て
、

こ
の
日
に
近
い
週
末
に
上
野
三
碑
の
一
般

公
開
を
実
施
し
て
い
る
。

　

貴
重
な
石
碑
を
風
化
か
ら
守
る
た
め
、

普
段
は
覆
い
屋
の
扉
が
閉
め
ら
れ
て
お
り
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
し
か
観
覧
で
き
な
い
が
、

こ
の
一
般
公
開
日
だ
け
は
特
別
に
開
扉
さ

れ
、
石
碑
を
直
接
観
覧
で
き
る
。
今
回
の

公
開
は
例
年
通
り
一
日
の
公
開
と
な
る
が
、

巡
回
バ
ス
（
無
料
）
の
運
行
数
は
増
え
る

予
定
。

　

尚
、扉
は
開
け
る
が
、碑
の
保
存
の
た
め
、

覆
い
屋
の
中
へ
の
立
入
り
は
禁
止
と
な
る
。

タカサキ  ギンザ物語
古代にいざなう
群馬の宝

ユネスコ「世界の記憶」
登録から一年

　高崎市八島町 46-1
　電話：027-381-6967
　営業時間：8:00 ～ 21: 00
　休業日：なし

（高崎オーパ 1F）

TAKASAKI ARENA
●チアリーディング全日本高等学校選手権大会　1/26（土）・27（日）〈観覧有料〉

●チアリーディング全日本中学校選手権大会　1/27（日）〈観覧有料〉

●全日本社会人バスケットボール地域リーグチャンピオンシップ　2/9（土）～12（火）〈観覧無料〉

●全日本新体操チャイルド選手権　2/22（金）～ 24（日）〈観覧有料〉

●全国ミニバスケットボール大会　3/28（金）～ 30（土）〈観覧無料〉

●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

3月17日（日）

榛名の梅祭り

●主会場：榛名文化会館
　　　　    エコール前広場
　　　　  ９：30 ～ 

3月上旬～下旬

みさと梅まつり

●駐車場料金：普通車   300 円
　　  マイクロ・大型バス   1,000 円
　　　　　　   バイク　 100 円

●会場：カ二沢会場・善地会場
3月10日（日）

●会場：榛名文化会館エコール前広場　

※参加募集は終了しました。
※大会当日会場周辺は交通規制があります。
　ご注意ください。

受付時間7：30～9：00（雨天決行）

第28回  はるな梅マラソンTAKASAKI CITY

3月10日（日）
●観覧：山上碑・多胡碑・金井沢碑
　　　     9 : 00 ～ 15 : 00

●お問い合わせ： （一社）高崎観光協会    TEL.027-330-5333

山上碑　　　　　　　　　　　多胡碑　　　　　　　　　　  金井沢碑

●上野三碑巡りバス（無料）
上信電鉄吉井駅を起点に、多胡碑、山
上碑、金井沢碑をおよそ 45 分間隔で運
行する。専用のラッピングバスで 9人乗
り。乗車無料。停留所は上信電鉄吉井駅・
多胡碑（多胡碑記念館）・山上碑・山名
駅（山名八幡宮）・金井沢碑。復路は金
井沢碑から各停留所を経て吉井駅。
 ・第１便は 9:00 吉井駅発。
 ・最終の便は14 :15 吉井駅発。

●お問い合わせ：はるな梅マラソン実行委員会（榛名支所地域振興課） TEL.027-374-6715
●お問い合わせ：榛名の梅祭り実行委員会（榛名支所産業観光課）TEL.027-374-5111
●お問い合わせ：みさと梅まつり実行委員会（箕郷支所産業課）　TEL.027-371-5111

1月25日（金）～30日（水）

高崎市シティプロモーション

●銀座蔦屋書店
     GINZA ATRIUM（GINZA SIX６F）

●お問い合わせ： 高崎市産業政策課    TEL.027-321-1255

高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント
高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント

　

贈
り
物
や
、
手
土
産
と
し

て
喜
ば
れ
る
高
崎
の
名
産
品

が
並
ぶ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
高
崎
じ
ま
ん
」、
高
崎
の
美

味
し
い
も
の
、
身
体
に
い
い

も
の
、
珍
し
い
も
の
が
一
堂

に
並
ん
で
い
る
。

　

こ
の
冬
の
イ
チ
オ
シ
は
、

昭
和
12
年
創
業
の
甘
納
豆
専

門
店
「
一
文
字
屋
」
の
商
品
。

　

今
回
は
、
人
気
の
商
品
、

二
つ
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

●人気の甘納豆「栗納糖」
大粒で極軟の栗を、一粒ずつ丹念に仕上げた
栗納糖。伝統を受け継ぐ製法で、じっくりと
糖蜜に漬け込まれた栗は、口いっぱいに風味
が広がり、上質の口どけを味わえる。
他の甘納豆と比べると、少し値段が高めだが、
天然の栗の美味しさを大切にした一粒に納得
できる。（1袋・7個入 1,080円）

●糖蜜に甘納豆を入れた「こはく」
その見た目の美しさから、“水晶甘納豆” と
言われ、ついつい手にとってしまう。白花豆、
金時豆、小豆、青えんどう豆と、厳選した４
種類の甘納豆を、洋酒の香りとともに、寒天
で固めた糖蜜にとじ込めている。
水晶のような輝きと、とじ込められた美味し
さは、唯一無二で感動的。新年の幕開けにも
ふさわしい商品だ。（1箱・12個入 1,080円）

　

ま
た
、『
榛
名
の
梅
祭
り
』

で
は
、
梅
製
品
の
賞
品
が
当

た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、

梅
干
し
の
種
飛
ば
し
大
会
、

梅
う
ど
ん
の
無
料
配
布
、
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。

　

一
方
、
箕
郷
町
の
「
箕
郷
梅

林
」
は
関
東
平
野
を
一
望
す
る

丘
陵
に
約
10
万
本
の
梅
の
木

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
白
い

梅
花
が
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
の

よ
う
に
丘
陵
を
お
お
う
絶
景

と
そ
の
先
に
広
が
る
市
街
地

の
眺
望
が
美
し
い
。
梅
ま
つ

り
の
期
間
中
に
は
、
梅
の
加

工
品
販
売
や
梅
見
茶
会
、
芸

能
シ
ョ
ー
な
ど
が
賑
や
か
に

催
さ
れ
る
。

上 野 三 碑 公 開

花暦のスタートを飾る 北関東随一の梅どころ

　

地
方
で
な
か
な
か
観
ら
れ
な
い
映
画
を

観
た
い
、
観
せ
た
い
と
い
う
動
機
か
ら
始

ま
っ
た
高
崎
映
画
祭
が
、
地
方
映
画
祭
の

草
分
け
的
存
在
と
し
て
走
り
出
し
た
の
が

１
９
８
７
年
。
近
年
で
は
授
賞
式
に
は
そ

の
年
の
映
画
界
を
代
表
す
る
監
督
や
俳
優

陣
が
壇
上
に
ず
ら
り
と
並
び
、
華
や
か
だ
。

　

ま
た
市
内
で
は
映
画
撮
影
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
お
り
、
高
崎
映
画
祭
で
は
、
そ
う

し
た
高
崎
か
ら
生
ま
れ
た
映
画
を
積
極
的

に
紹
介
す
る
部
門
も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

監
督
・
キ
ャ
ス
ト
を
招
待
し
て
の
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
や
、
様
々
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
企
画
も
あ
る
。
新
し
い
出
会
い
の
あ
る

春
に
こ
そ
、
心
と
き
め
く
映
画
と
の
出
会

い
を
、
是
非
。

3月23日（土）～4月7日（日）

第33回高崎映画祭

●上映会場：高崎市文化会館 /高崎シティギャラリー
　　　　　　シネマテークたかさき /高崎電気館
●授賞式：3月 24 日（日） 16：00～　  会場：群馬音楽センター

地方映画祭の草分けとして33年

●お問い合わせ：高崎映画祭　TEL.027-326-2206
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The event of winter of Takasaki

伝 統 を 受 け 継 ぐ 味

The event of winter of Takasaki
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高崎じまん

　

国
際
的
な
商
業
・
観
光
拠
点
で
銀
座
の

新
た
な
玄
関
口
『GIN

ZA SIX

』。
６
Ｆ
、

GIN
ZA ATRIUM

を
舞
台
に
、
文
化
や
歴

史
、
ス
ポ
ー
ツ
等
、
多
様
性
あ
る
高
崎
の

魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
向
け
て
発

信
。
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
や
誘
客
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　

17
歳
で
夭
逝
し
た
天
才
、
山
田
か
ま
ち

の
作
品
展
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
巨
匠
エ
リ
ッ

ク
・
ク
ー
監
督
が
高
崎
ロ
ケ
を
行
っ
た
映

画
『
家
族
の
レ
シ
ピ
』
の
情
報
を
一
足
早

く
公
開
。
今
年
９
月
に
開
館
す
る
高
崎
芸

術
劇
場
、
国
際
体
育
館
と
し
て
機
能
す
る

高
崎
ア
リ
ー
ナ
の
紹
介
。
特
別
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
の
ラ
ジ
オ
高
崎
の
公
開
収
録
や
ダ

ル
マ
の
絵
付
け
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　

東
日
本
最
大
の
梅
の
生
産
量

を
誇
る
高
崎
。
そ
の
拠
点
と
な

る
榛
名
梅
林
と
箕
郷
梅
林
で

は
、
梅
の
花
の
開
花
に
あ
わ
せ

て
梅
祭
り
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

催
さ
れ
る
。

　

４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大

な
土
地
に
、
約
12
万
本
の
梅
が

植
え
ら
れ
て
い
る
榛
名
地
域
の

「
榛
名
梅
林
」。

　
『
は
る
な
梅
マ
ラ
ソ
ン
』
で

は
、
烏
川
沿
い
を
走
る
ハ
ー
フ

コ
ー
ス
や
、
11
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、

３
キ
ロ
、
２
キ
ロ
な
ど
、
山
間

部
な
ら
で
は
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

や
梅
の
花
畑
を
駆
け
抜
け
る
走

り
ご
た
え
の
あ
る
コ
ー
ス
が
あ

り
、
会
場
で
は
温
か
い
な
め
こ

汁
や
甘
酒
の
う
れ
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
。

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

「
世
界
の
記
憶
」
登
録
か
ら
一
年
が
経
過
し
、

今
も
な
お
「
上
野
三
碑
（
山
上
碑
・
多
胡
碑
・

金
井
沢
碑
）」
は
、
１
３
０
０
年
前
の
東
ア

ジ
ア
の
文
化
交
流
を
示
す
日
本
最
古
の
石

碑
群
と
し
て
、
そ
の
存
在
価
値
を
示
し
続

け
て
い
る
。

　

多
胡
碑
は
７
１
１
年
（
和
銅
４
年
）
３

月
９
日
に
多
胡
郡
が
こ
の
地
域
に
建
郡
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
。

　

高
崎
市
は
、
多
胡
碑
に
建
郡
の
日
と
し

て
刻
ま
れ
た
「
３
月
９
日
」
を
記
念
し
て
、

こ
の
日
に
近
い
週
末
に
上
野
三
碑
の
一
般

公
開
を
実
施
し
て
い
る
。

　

貴
重
な
石
碑
を
風
化
か
ら
守
る
た
め
、

普
段
は
覆
い
屋
の
扉
が
閉
め
ら
れ
て
お
り
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
し
か
観
覧
で
き
な
い
が
、

こ
の
一
般
公
開
日
だ
け
は
特
別
に
開
扉
さ

れ
、
石
碑
を
直
接
観
覧
で
き
る
。
今
回
の

公
開
は
例
年
通
り
一
日
の
公
開
と
な
る
が
、

巡
回
バ
ス
（
無
料
）
の
運
行
数
は
増
え
る

予
定
。

　

尚
、扉
は
開
け
る
が
、碑
の
保
存
の
た
め
、

覆
い
屋
の
中
へ
の
立
入
り
は
禁
止
と
な
る
。

タカサキ  ギンザ物語
古代にいざなう
群馬の宝

ユネスコ「世界の記憶」
登録から一年

　高崎市八島町 46-1
　電話：027-381-6967
　営業時間：8:00 ～ 21: 00
　休業日：なし

（高崎オーパ 1F）

TAKASAKI ARENA
●チアリーディング全日本高等学校選手権大会　1/26（土）・27（日）〈観覧有料〉

●チアリーディング全日本中学校選手権大会　1/27（日）〈観覧有料〉

●全日本社会人バスケットボール地域リーグチャンピオンシップ　2/9（土）～12（火）〈観覧無料〉

●全日本新体操チャイルド選手権　2/22（金）～ 24（日）〈観覧有料〉

●全国ミニバスケットボール大会　3/28（金）～ 30（土）〈観覧無料〉

●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

3月17日（日）

榛名の梅祭り

●主会場：榛名文化会館
　　　　    エコール前広場
　　　　  ９：30 ～ 

3月上旬～下旬

みさと梅まつり

●駐車場料金：普通車   300 円
　　  マイクロ・大型バス   1,000 円
　　　　　　   バイク　 100 円

●会場：カ二沢会場・善地会場
3月10日（日）

●会場：榛名文化会館エコール前広場　

※参加募集は終了しました。
※大会当日会場周辺は交通規制があります。
　ご注意ください。

受付時間7：30～9：00（雨天決行）

第28回  はるな梅マラソンTAKASAKI CITY

3月10日（日）
●観覧：山上碑・多胡碑・金井沢碑
　　　     9 : 00 ～ 15 : 00

●お問い合わせ： （一社）高崎観光協会    TEL.027-330-5333

山上碑　　　　　　　　　　　多胡碑　　　　　　　　　　  金井沢碑

●上野三碑巡りバス（無料）
上信電鉄吉井駅を起点に、多胡碑、山
上碑、金井沢碑をおよそ 45 分間隔で運
行する。専用のラッピングバスで 9人乗
り。乗車無料。停留所は上信電鉄吉井駅・
多胡碑（多胡碑記念館）・山上碑・山名
駅（山名八幡宮）・金井沢碑。復路は金
井沢碑から各停留所を経て吉井駅。
 ・第１便は 9:00 吉井駅発。
 ・最終の便は14 :15 吉井駅発。

●お問い合わせ：はるな梅マラソン実行委員会（榛名支所地域振興課） TEL.027-374-6715
●お問い合わせ：榛名の梅祭り実行委員会（榛名支所産業観光課）TEL.027-374-5111
●お問い合わせ：みさと梅まつり実行委員会（箕郷支所産業課）　TEL.027-371-5111

1月25日（金）～30日（水）

高崎市シティプロモーション

●銀座蔦屋書店
     GINZA ATRIUM（GINZA SIX６F）

●お問い合わせ： 高崎市産業政策課    TEL.027-321-1255

高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント
高崎アリーナ　
1月～3月の主なイベント

　

贈
り
物
や
、
手
土
産
と
し

て
喜
ば
れ
る
高
崎
の
名
産
品

が
並
ぶ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
高
崎
じ
ま
ん
」、
高
崎
の
美

味
し
い
も
の
、
身
体
に
い
い

も
の
、
珍
し
い
も
の
が
一
堂

に
並
ん
で
い
る
。

　

こ
の
冬
の
イ
チ
オ
シ
は
、

昭
和
12
年
創
業
の
甘
納
豆
専

門
店
「
一
文
字
屋
」
の
商
品
。

　

今
回
は
、
人
気
の
商
品
、

二
つ
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

●人気の甘納豆「栗納糖」
大粒で極軟の栗を、一粒ずつ丹念に仕上げた
栗納糖。伝統を受け継ぐ製法で、じっくりと
糖蜜に漬け込まれた栗は、口いっぱいに風味
が広がり、上質の口どけを味わえる。
他の甘納豆と比べると、少し値段が高めだが、
天然の栗の美味しさを大切にした一粒に納得
できる。（1袋・7個入 1,080円）

●糖蜜に甘納豆を入れた「こはく」
その見た目の美しさから、“水晶甘納豆” と
言われ、ついつい手にとってしまう。白花豆、
金時豆、小豆、青えんどう豆と、厳選した４
種類の甘納豆を、洋酒の香りとともに、寒天
で固めた糖蜜にとじ込めている。
水晶のような輝きと、とじ込められた美味し
さは、唯一無二で感動的。新年の幕開けにも
ふさわしい商品だ。（1箱・12個入 1,080円）

　

ま
た
、『
榛
名
の
梅
祭
り
』

で
は
、
梅
製
品
の
賞
品
が
当

た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、

梅
干
し
の
種
飛
ば
し
大
会
、

梅
う
ど
ん
の
無
料
配
布
、
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。

　

一
方
、
箕
郷
町
の
「
箕
郷
梅

林
」
は
関
東
平
野
を
一
望
す
る

丘
陵
に
約
10
万
本
の
梅
の
木

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
白
い

梅
花
が
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
の

よ
う
に
丘
陵
を
お
お
う
絶
景

と
そ
の
先
に
広
が
る
市
街
地

の
眺
望
が
美
し
い
。
梅
ま
つ

り
の
期
間
中
に
は
、
梅
の
加

工
品
販
売
や
梅
見
茶
会
、
芸

能
シ
ョ
ー
な
ど
が
賑
や
か
に

催
さ
れ
る
。

上 野 三 碑 公 開

花暦のスタートを飾る 北関東随一の梅どころ

　

地
方
で
な
か
な
か
観
ら
れ
な
い
映
画
を

観
た
い
、
観
せ
た
い
と
い
う
動
機
か
ら
始

ま
っ
た
高
崎
映
画
祭
が
、
地
方
映
画
祭
の

草
分
け
的
存
在
と
し
て
走
り
出
し
た
の
が

１
９
８
７
年
。
近
年
で
は
授
賞
式
に
は
そ

の
年
の
映
画
界
を
代
表
す
る
監
督
や
俳
優

陣
が
壇
上
に
ず
ら
り
と
並
び
、
華
や
か
だ
。

　

ま
た
市
内
で
は
映
画
撮
影
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
お
り
、
高
崎
映
画
祭
で
は
、
そ
う

し
た
高
崎
か
ら
生
ま
れ
た
映
画
を
積
極
的

に
紹
介
す
る
部
門
も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

監
督
・
キ
ャ
ス
ト
を
招
待
し
て
の
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
や
、
様
々
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
企
画
も
あ
る
。
新
し
い
出
会
い
の
あ
る

春
に
こ
そ
、
心
と
き
め
く
映
画
と
の
出
会

い
を
、
是
非
。

3月23日（土）～4月7日（日）

第33回高崎映画祭

●上映会場：高崎市文化会館 /高崎シティギャラリー
　　　　　　シネマテークたかさき /高崎電気館
●授賞式：3月 24 日（日） 16：00～　  会場：群馬音楽センター

地方映画祭の草分けとして33年

●お問い合わせ：高崎映画祭　TEL.027-326-2206
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大
き
な
観
音
像
が
見
下
ろ
す
街

ロ
ケ
地
を
訪
ね
て

『
紅
雲
町
珈
琲
屋
こ
よ
み
』編

高崎のロケ地
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い
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かつて東日本最大規模を誇った浅間山古墳（倉賀野町所在）

高崎古墳ロマン紀行高崎古墳ロマン紀行
●
人
気
小
説
を
ド
ラ
マ
化

　

丘
陵
か
ら
大
き
な
観
音
像
が
見
下

ろ
す
北
関
東
の
街
を
舞
台
に
し
た
吉
永

奈
央
さ
ん
の
推
理
小
説
『
紅
雲
町
珈

『
紅
雲
町
珈
琲
屋
こ
よ
み
』（
２
０
１
５

年
）
で
は
、
富
司
純
子
が
お
草
さ
ん

を
演
じ
、
高
崎
も
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
。

観
音
山
丘
陵
と
烏
川
・
碓
氷
川
の

俯
瞰
が
「
紅
雲
町
」
の
風
景
に
使
わ

れ
、
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
も
登
場
し

た
。

　
「
紅
雲
町
」
と
い
う
の
は
、
漢
字
の

表
記
も
音
の
響
き
も
、
と
て
も
美
し
い

地
名
だ
。
吉
永
さ
ん
の
心
の
片
隅
に
、

ず
っ
と
と
ど
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　

紅
雲
町
と
い
う
町
は
、
高
崎
市
の
隣

の
前
橋
市
内
に
実
在
し
、
群
馬
県
庁
の

庁
舎
の
南
側
、
利
根
川
の
崖
上
に
広
が

る
住
宅
地
で
、
書
名
だ
け
見
た
群
馬
県

の
人
の
中
に
は
、
前
橋
の
物
語
と
思
っ

て
い
た
と
い
う
話
も
聞
く
。

●
高
齢
社
会
に
出
現
し
た

　

新
た
な
探
偵
像

　

小
説
に
出
て
来
る
紅
雲
町
は
、
東
京

山
の
手
の
よ
う
な
高
台
に
住
宅
や
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ぶ
閑
静
な
住
宅

地
だ
。
大
き
な
観
音
像
が
立
つ
丘
陵
の

ふ
も
と
で
、
こ
こ
に
、
お
草
さ
ん
の
店

「
小こ
く
ら蔵

屋や

」
が
あ
る
。
お
草
さ
ん
が
65

歳
の
時
に
、
実
家
の
古
い
雑
貨
屋
を
リ

ニ
ュ
ア
ル
し
た
店
で
あ
る
。
小
蔵
屋
は

コ
ー
ヒ
ー
豆
や
和
食
器
を
売
る
店
で
、

お
草
さ
ん
の
細
や
か
な
心
配
り
と
こ
だ

わ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

小
蔵
屋
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
店
な
の

で
、
コ
ー
ヒ
ー
は
試
飲
と
し
て
無
料
で

飲
め
る
。
無
料
の
コ
ー
ヒ
ー
を
お
目
当

琲
屋
こ
よ
み
（
文
藝
春
秋
）』
は
、
累

計
50
万
部
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
て

い
る
。
主
人
公
は
70
代
の
女
性
、
杉す
ぎ
う
ら浦

草そ
う

。
２
０
１
８
年
春
に
シ
リ
ー
ズ
第
6

巻
『
花
ひ
い
ら
ぎ
の
街
角
』
が
発
刊
さ

れ
て
い
る
。

　

吉
永
さ
ん
は
学
生

時
代
か
ら
長
く
暮
ら
し

て
き
た
高
崎
を
小
説
の

ピ
ー
ス
に
埋
め
込
ん
で

い
る
。
シ
リ
ー
ズ
一
作
目

冒
頭
の
風
景
描
写
は
、

高
崎
市
民
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
を
描
い
て
い
る
の

か
、
す
ぐ
に
ピ
ン
と
く

る
。
面
白
い
小
説
は
書

き
出
し
か
ら
印
象
的
で

あ
る
。
読
み
進
む
と
上

越
新
幹
線
や
群
馬
交
響

楽
団
に
ち
な
ん
だ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
「
三
山
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
も
出
て

来
る
。

　

小
説
を
も
と
に
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

て
に
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
老

若
男
女
が
や
っ
て
来
る
。
そ
し
て
客
た

ち
の
た
わ
い
も
な
い
会
話
が
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
お
草
さ
ん
に
も
聞
こ
え
て
く

る
。
女
子
高
生
が
ホ
ラ
ー
映
画
ま
が
い

の
怪
奇
事
件
を
目
撃
し
た
話
を
し
て
い

る
し
、
近
所
で
お
年
寄
り
を
狙
っ
た
強

盗
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。
窓
越
し
に

小
蔵
屋
を
覗
く
怪
し
い
男
も
現
れ
た
。

　

張
り
込
み
を
し
て
い
る
と
、
徘
徊

老
人
と
間
違
わ
れ
、
認
知
症
の
噂
が

立
っ
た
り
す
る
が
、
お
草
さ
ん
は
高
齢

社
会
の
都
市
問
題
を
解
決
す
る
名
探

偵
で
あ
る
。

●
悔
恨
と
祈
り
が
物
語
の
伏
線
に

　

紅
雲
町
に
は
、
橋
と
交
差
す
る
三
ツ

辻
の
傍
ら
に
地
蔵
を
祀
る
小
さ
な
ほ
こ

ら
が
残
っ
て
い
る
。
ほ
こ
ら
の
前
に
身

を
か
が
ま
せ
、
赤
い
帽
子
と
よ
だ
れ
か

け
を
作
っ
て
お
地
蔵
様
に
か
ぶ
せ
、
手

を
合
わ
せ
る
お
草
さ
ん
の
姿
が
あ
る
。

離
婚
し
、
幼
い
息
子
を
水
の
事
故
で
無

く
し
た
お
草
さ
ん
の
過
去
と
悲
し
み
、

悔
恨
は
、『
紅
雲
町
珈
琲
屋
こ
よ
み
』

を
読
む
上
で
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
。

■
吉
永
南
央
さ
ん
（
よ
し
な
が
・
な
お
）

　

１
９
６
４
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
２
０
０
４
年

「
紅
雲
町
の
お
草
」
で
オ
ー
ル
讀
物
推
理
小
説
新

人
賞
受
賞
。
２
０
０
８
年
『
紅
雲
町
も
の
が
た

り
』。
文
春
文
庫
「
紅
雲
町
珈
琲
屋
こ
よ
み
シ

リ
ー
ズ
」
第
１
巻
『
萩
を
揺
ら
す
雨
』。
第
２
巻

『
そ
の
日
ま
で
』。
第
３
巻
『
名
も
な
き
花
の
』。

第
４
巻
『
糸
切
り
』。
第
５
巻
『
ま
ひ
る
ま
の

星
』。
第
６
巻
『
花
ひ
い
ら
ぎ
の
街
角
』。


